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薬 剤 部 
 

１．スタッフ 

部長（兼）病院 奥田 真弘 

その他、副薬剤部長 2名、薬剤主任 11 名、講師 2

名、薬剤師 62 名、事務職員 6名、事務補佐員 7名 

（兼任を含む。また、薬剤師、事務職員は特任を含む。） 

 

２．活動内容 

(1) 医薬品調剤・製剤業務 

1）入院調剤室：病院情報システムから調剤支援シス

テムに処方データを受け取り、内服・外用薬、注射

薬の調剤・供給を行い円滑な薬物治療の実施を支

えている。令和 2 年 3 月より Web 処方進捗管理シ

ステムを導入することにより入院患者の内外用薬

の搬送便を増便した。医療安全に配慮して、内服薬

では分包品への薬品名表示を行ったり、注射薬は

日々1回施用単位で交付を行い、病棟での医薬品保

有量の削減も図っている。また、消毒剤や処置用薬

品などの供給も業務の一つである。 

2）外来調剤室：平成 14 年 3 月の院外処方せん全面

発行以来、発行率 98％を維持している。院外発行

できない一部の処方せんを調剤する他、在宅療養

器材、検査処置用薬、治験薬等を交付し、保険薬局

からの処方せん疑義照会の窓口としての機能して

いる。その他、クロザピンやサリドマイド等特定の

薬剤は、服薬状況や副作用情報を含めた患者モニ

タリングを行い、各薬剤の使用遵守規定に則った

厳重な安全管理を行っている。 

3）製剤室・製剤品質管理室：製剤室では従来から、

調剤業務等の効率化や看護支援を目的として汎用

薬剤の混合・希釈・分割など（常用院内製剤）の製

剤業務に加え、肝・腎疾患、小児用などの病態別 TPN

予製や高リスク TPN 処方を無菌製剤室で無菌混合

調製も行っている。その他に、市販されていない剤

型・規格の薬剤（特殊院内製剤）を医師の依頼によ

り調製するなど、院内の臨床試験薬の製造にも関

わってきたが、平成 25 年に治験薬 GMP に対応した

初の治験薬を製造したことを機に、製剤環境、設備

の充実を図り、平成 27 年 6 月には製剤品質管理室

を開設した。平成 27 年 8月に本院が臨床研究中核

病院の承認を受けたこともあり、医師主導の臨床

研究・治験で使用する試験薬の製造・品質管理・品

質保証の他、その前段階の相談応需も含めて、アカ

デミア創薬に参画している。令和元年度には 5 件

の治験薬を製造した。 

(2) 医薬品の購入・管理業務 

1）薬品管理室：医薬品の適正量購入、在庫医薬品の

品質管理や製造番号・使用期限管理、薬剤部内各部

署への供給を行うほか、医薬品流通情報の収集に

努め、使用動向を把握・分析し、医薬品を安定供給

している。 

 

2）薬務室：院内で使用される麻薬等規制薬品につい

て全般的な管理・指導を行っている。病棟・外来各

部署に定数配置している医薬品（毒劇薬、向精神薬、

救急カート内医薬品を含む）は少なくとも月 1 回

巡視し、数量、品質、有効期限などを確認している。

また、当部の対外窓口及び総務管理、人事・労務・

教育研修管理、器材・消耗品の購入管理等も行って

いる。 

3）治験薬管理室：「大阪大学医学部附属病院 治験に

かかわる標準業務手順書」において、薬剤部長が治

験薬等管理者に指名されている。治験薬管理室で

は治験依頼者との面談、資料作成、治験薬の受領・

管理・依頼者への返却などの業務とこれに付随す

る各種書類の保管を行っており、外来調剤室と協

力して治験が適正かつ円滑に行えるよう努めてい

る。 

(3) 医薬品情報管理業務 

1）薬品情報管理室：医療スタッフから寄せられる 

医薬品に関する問合せに対応する他、採用医薬品の

効能効果、用法用量、禁忌、重篤な副作用などの情

報を収載した院内医薬品集（A6 判約 1,300 頁）を

隔年に、追補版を翌年毎に発行しており、令和 2年

3 月には第 22 版を発行した。また、病院情報シス

テム薬品マスタや、オンライン医薬品情報システム

の 維 持 管 理 、 医 薬 品 に 関 す る 通 知 ・ Drug 

Information Newsの発行、院内副作用事例の収集、

院内ホームページへの医薬品安全関連情報の掲載

等を行っている。 

(4) 入院患者への薬剤関連業務 

1）病棟薬剤室：病棟薬剤業務と薬剤管理指導業務  

を担当している。入院時に持参薬の確認を行い、そ

の情報を医師にフィードバックし、投薬状況を把握

し、投与量の設計等に参画している。抗がん剤など

のハイリスク薬については、レジメンの妥当性を評

価し、レジメン監査を行っている。また、薬剤師が

ベッドサイドで直接患者に接して薬の効果や副作

用、使用上の注意などを説明し、同時に有害事象の

モニタリング行っている。また複数の病棟で注射薬

無菌混合調製を行っている。その他、個々の患者に

有効かつ安全な薬物投与を支援するため、主に抗菌

薬に対して治療薬物モニタリング（TDM）を実施し、

最適な薬物投与設計を支援している。 

2）オンコロジーセンター室：平成 22 年度から全病

棟の化学療法レジメン監査と抗がん剤混合調製を

開始し、平成 24 年 12 月以降は休日の抗がん剤調

製にも対応し、調製率 100％をほぼ実現している。

平成 27 年 9月よりオンコロジーセンター運用開始

に伴い、抗がん剤調製場所を棟内 4 階に一元化し

た。レジメンオーダシステムに対し IT を活用した

レジメン登録・管理を行うことにより、がん診療連

携拠点病院として安全ながん化学療法遂行してい
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る。入院と外来のがん化学療法に関する患者情報も

共有し、より良い患者指導に繋げている。 

3）生体薬物情報管理室：当部の教育・研究体制の充

実を図る目的で、薬学部兼任教員を配置し、薬学部

学生の病院実務実習及び長期病棟実習の管理、薬学

の専門性を活かした薬物動態学やゲノム薬理学に

関する臨床研究や基礎研究を推進している。 

 

３．活動体制 

当部は薬剤部長の下、副薬剤部長が 11 室を分掌し、

各室に室長をおいて各種薬剤業務を担っている。また、

手術部、感染制御部、中央クオリティマネジメント部、

未承認新規医薬品等診療審査部、褥瘡対策チーム、栄

養管理チーム、緩和ケアチームに薬剤部員を配置して

いる。この他、糖尿病教室、心不全教室にも参画し積

極的にチーム医療に取り組むことにより医療安全に貢

献している。 

(1) 薬事委員会 

現在、本院では約 1,900 品目の医薬品が採用されて

おり、薬剤部長を委員長とし院内各部署の委員からな

る薬事委員会で採用医薬品の審議・決定を行っている。 

(2) 医薬品安全管理委員会 

平成 19 年医療法改正に対応して薬剤部長が医薬品

安全管理責任者として医薬品安全管理委員会を運営す

る体制となり、医薬品安全使用のための業務手順書を

作成し、院内医薬品安全講習会開催、医薬品安全情報

の収集・発信などを行っている。 

 

４．活動実績 

令和元年度活動実績 

(1) 外来調剤に関すること 

外来処方せん枚数（院外発行98.1％) 4,818

在宅器材交付件数 15,417

検査薬交付件数 1,786

保険薬局からの疑義照会受付数 10,474

(2) 入院調剤に関すること 

内外用処方せん枚数 236,504

注射処方せん枚数 188,569

疑義照会件数 1,596

(3)化学療法に関すること 

外来化学療法に係る処方せん枚数 12,491

抗がん剤混合調製件数（外来患者） 18,097

抗がん剤混合調製件数（入院患者） 12,534

(4) 院内製剤に関すること 

常用院内製剤調製回数（無菌） 58

常用院内製剤調製回数（非無菌） 141

特殊院内製剤調製回数（無菌） 329

特殊院内製剤調製回数（非無菌） 131

TPN 予製剤調製数（個人分含む）  2,235

治験薬製造件数（委託を含む） 5

 

(5) 薬品採用に関すること 

新規院内採用品目数 67

新規後発医薬品院内採用品目数 10

新規後続品院内採用品目数 1

新規院外専用医薬品採用品目数 29

院外専用医薬品への移行品目数 40

院内採用品の削除品目数 50

院外専用医薬品の削除品目数 20

限定医薬品採用依頼件数 657

(6) 治験薬に関すること 

治験薬契約件数 
継続 159

新規 70

治験薬処方せん枚数 3,515

＊医療機器 再生医療等製品 市販後臨床試験を除く 

(7) 化学療法レジメン監査件数（抗がん剤・治験薬を含む） 

診療科名 外来患者 入院患者 

皮膚科 484 86

泌尿器科 649 287

血液･腫瘍内科 1,464 661

呼吸器外科 0 0

呼吸器内科 932 242

免疫･アレルギー内科 923 72

脳神経外科 104 53

乳腺･内分泌外科 1,954 236

産婦人科 786 600

整形外科 130 117

神経内科・脳卒中科 199 60

神経科・精神科 30 0

総合診療外来 191 0

消化器外科 3,454 798

消化器内科 1,179 195

小児科 102 366

小児外科 1 8

耳鼻咽喉科･頭頸部外科 405 324

腎臓内科 0 24

循環器内科 31 1

合計 13,018 4130

(8) 注射薬無菌混合調製に関すること 

部署別調製 Rp 数 TPN その他 

東 6・西 6階病棟 932 4,296

東 10 階病棟 855 12,465

西 3 階病棟（NICU） 6,636 

西 11 階病棟 644 4,654

(9)病棟薬剤業務実施加算件数、麻薬管理指導加算件数、 
退院時薬剤情報管理指導料件数 
病棟薬剤業務実施加算1 54,932

病棟薬剤業務実施加算2 7,578

麻薬管理指導加算 76

退院時薬剤情報管理指導料 588
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(10) 薬品情報提供に関すること 

医薬品情報 問合せ・回答件数 741

(11)持参薬確認件数及び薬剤管理指導件数 

 

５．その他 

(1) 薬剤師の教育に関すること 

1）各種研修の実施 

当部では、段階的・系統的な研修を実施している。

具体的には、薬学部 1 年 2 年次学生を対象に早期

体験学習として当部内の見学を、4 年次学生 

(Pharm.Dコース大阪大学のみ) を対象に早期臨床

導入実習 (2 週間)を、5年次学生を対象に病院実

務実習 (3 ヶ月)と長期病棟実習 (4 ヶ月：Pharm.D

コース大阪大学のみ) を実施している。加えて、

薬学部既卒者を対象とした病院実務研修として卒

後研修を実施している。また医学部学生を対象と

した教育として 2 年次生臨床導入研修を実施して

いる。 

  

 

 

 

 

 

2）がん専門薬剤師養成コース 

平成 29 年度より、文部科学省「多様なニーズに 

対応するがん専門医療人材養成プラン」にも参画

している。 

 

3）専門的技術、知識を有する薬剤師の育成 

職員の各種学会・講習会への参加、専門・認定薬剤師の

資格取得を支援している。 

専門・認定薬剤師取得状況（令和2年6月現在） 

部 署 
持参薬 

確認 

薬剤管理

指導件数

高度救命救急センター 14 3

東 2 階病棟 282 309

東 3 階病棟 778 286

東 4 階病棟 21 10

東 5 階病棟 1,216 314

東 6 階病棟 722 232

東 7 階病棟 898 332

東 8 階病棟 964 61

東 9 階病棟 844 467

東 10 階病棟 489 107

東 11 階病棟 1,176 259

東 12 階病棟 845 91

東 13 階病棟 737 382

総合周産期母子医療センター 512 27

集中治療部 0 0

西 5 階病棟 257 363

西 6 階病棟 693 105

西 7 階病棟 1,555 792

西 8 階病棟 1,204 268

西 9 階病棟 479 200

西 10 階病棟 768 471

西 11 階病棟 664 341

西 12 階病棟 828 246

西 13 階病棟 799 159

病棟合計 16,745 5,825

薬学生1年次学生早期体験学習 1日見学 85名

薬学部Pharm.Dコース4年次学生

早期臨床導入実習 
2週間 5名

薬学部5年次学生実務実習 3 ヶ月 34名

薬学部Pharm.Dコース 

5年次学生長期病棟実習 
4 ヶ月 3名

薬学部卒後研修 2～4ヶ月 11名

医学科2年次学生臨床導入実習 1日 98名

日本医療薬学会 医療薬学専門薬剤師 6名

日本医療薬学会 医療薬学指導薬剤師 4名

日本医療薬学会 がん指導薬剤師 2名

日本医療薬学会 がん専門薬剤師 2名

日本臨床薬理学会 指導薬剤師  1名

日本臨床薬理学会 認定薬剤師 1名

日本静脈経腸栄養学会栄養サポートチーム（NST）専門療法士 3名

日本病院薬剤師会 がん薬物療法認定薬剤師  5名

日本病院薬剤師会 認定指導薬剤師   2名

日本病院薬剤師会 感染制御専門薬剤師   1名

日本病院薬剤師会 妊婦・授乳婦薬物療法認定薬剤師 1名

日本病院薬剤師会 日病薬病院薬学認定薬剤師  7名

日本病院薬剤師会 生涯研修認定薬剤師 13名

日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師 13名

日本薬剤師研修センター認定実務実習指導薬剤師 8名

日本薬剤師研修センター漢方薬・生薬認定薬剤師 1名

日本化学療法学会 抗菌化学療法認定薬剤師 2名

日本薬剤学会 認定製剤技師 1名

日本糖尿病療養指導士認定機構 糖尿病療養指導士 5名

日本アンチドーピング機構公認スポーツファーマシスト 4名

日本医療情報学会 医療情報技師 3名

日本緩和医療薬学会 緩和薬物療法認定薬剤師 1名

日本臨床腫瘍薬学会 外来がん治療認定薬剤師 1名

日本災害医療薬剤師学会 災害医療支援薬剤師 1名

－ 194 －


